
項目 業務内容

\ 設計意図を正確に伝えるための質疑応
答、説明等

工事施工段階において、設計意図を正確に伝
えるための質疑応答、説明等を建築主を通じ
て工事監理者及び工事施工者に対して行う。
また、設計図書等の定めにより、設計意図が
正確に反映されていることを確認する必要が
ある部材、部位等に係る施工図等の確認を行
う。

] 工事材料、設備機器等の選定に関する設
計意図の観点からの検討、助言等

設計図書等の定めにより、工事施工段階にお
いて行うことに合理性がある工事材料、設備
機器等及びそれらの色、柄、形状等の選定に
関して、設計意図の観点からの検討を行い、
必要な助言等を建築主に対して行う。

２ 工事監理に関する標準業務及びその他の標準業務
一 工事監理に関する標準業務
前項第二号ロに定める成果図書に基づき、工事を設計図書と照合し、それが設計図書のとおり
に実施されているかいないかを確認するために行う次に掲げる業務をいう。

項目 業務内容

\ 工事監理方針の説
明等

ü 工事監理方針の
説明

工事監理の着手に先立って、工事監理体制そ
の他工事監理方針について建築主に説明す
る。

@ 工事監理方法変
更の場合の協議

工事監理の方法に変更の必要が生じた場合、
建築主と協議する。

] 設計図書の内容の
把握等の業務

ü 設計図書の内容
の把握

設計図書の内容を把握し、設計図書に明らか
な、矛盾、誤謬、脱漏、不適切な納まり等を
発見した場合には、建築主に報告し、必要に
応じて建築主を通じて設計者に確認する。

@ 質疑書の検討 工事施工者から工事に関する質疑書が提出さ
れた場合、設計図書に定められた品質（形状、
寸法、仕上がり、機能、性能等を含む。）確保
の観点から技術的に検討し、必要に応じて建
築主を通じて設計者に確認の上、回答を工事
施工者に通知する。

^ 施工図等を設計図
書に照らして検討及
び報告する業務

ü 施工図等の検討
及び報告

設計図書の定めにより、工事施工者が作成し、
提出する施工図（躯体図、工作図、製作図等
をいう。）、製作見本、見本施工等が設計図書
の内容に適合しているかについて検討し、建
築主に報告する。

@ 工事材料、設備
機器等の検討及び
報告

設計図書の定めにより、工事施工者が提案又
は提出する工事材料、設備機器等（当該工事
材料、設備機器等に係る製造者及び専門工事
業者を含む。）及びそれらの見本が設計図書の
内容に適合しているかについて検討し、建築
主に報告する。

二 その他の標準業務
前号に定める業務と一体となって行われる次に掲げる業務をいう。

項目 業務内容

\ 請負代金内訳書の検討及び報告 工事施工者から提出される請負代金内訳書の
適否を合理的な方法により検討し、建築主に
報告する。

] 工程表の検討及び報告 工事請負契約の定めにより工事施工者が作成
し、提出する工程表について、工事請負契約
に定められた工期及び設計図書に定められた
品質が確保できないおそれがあるかについて
検討し、確保できないおそれがあると判断す
るときは、その旨を建築主に報告する。

^ 設計図書に定めのある施工計画の検討及
び報告

設計図書の定めにより、工事施工者が作成し、
提出する施工計画（工事施工体制に関する記
載を含む。）について、工事請負契約に定めら
れた工期及び設計図書に定められた品質が確
保できないおそれがあるかについて検討し、
確保できないおそれがあると判断するとき
は、その旨を建築主に報告する。

_ 工事と工事請負契
約との照合、確認、
報告等

ü 工事と工事請負
契約との照合、確
認、報告

工事施工者の行う工事が工事請負契約の内容
（設計図書に関する内容を除く。）に適合して
いるかについて、目視による確認、抽出によ
る確認、工事施工者から提出される品質管理
記録の確認等、確認対象工事に応じた合理的
な方法により確認を行う。なお、確認の結果、
適合していない箇所がある場合、工事施工者
に対して是正の指示を与え、工事施工者がこ
れに従わないときは、その旨を建築主に報告
する。

@ 工事請負契約に
定められた指示、
検査等

工事請負契約に定められた指示、検査、試験、
立会い、確認、審査、承認、助言、協議等（設
計図書に定めるものを除く。）を行い、また工
事施工者がこれを求めたときは、速やかにこ
れに応じる。

_ 工事と設計図書との照合及び確認 工事施工者の行う工事が設計図書の内容に適
合しているかについて、設計図書に定めのあ
る方法による確認のほか、目視による確認、
抽出による確認、工事施工者から提出される
品質管理記録の確認等、確認対象工事に応じ
た合理的方法により確認を行う。

` 工事と設計図書との照合及び確認の結果
報告等

工事と設計図書との照合及び確認の結果、工
事が設計図書のとおりに実施されていないと
認めるときは、直ちに、工事施工者に注意を
与え、工事施工者がこれに従わないときは、
その旨を建築主に報告する。なお、工事施工
者が設計図書のとおりに施工しない理由につ
いて建築主に書面で報告した場合において
は、建築主及び工事施工者と協議する。

a 工事監理報告書等の提出 工事と設計図書との照合及び確認を全て終え
た後、工事監理報告書等を建築主に提出する。
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三 工事施工段階で設計者が行うことに合理性がある実施設計に関する標準業務
工事施工段階において、設計者が、設計意図を正確に伝えるため、前号ロに掲げる成果図書に
基づき、質疑応答、説明、工事材料、設備機器等の選定に関する検討、助言等を行う次に掲げる
業務をいう。
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